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研究成果の概要（和文）：幼児期における体格・体脂肪率の大小には、幼児期早期におけるadiposity rebound
の出現の有無が関連する要因として示された。また、幼児期において骨格筋量の多い児は体重、BMI、除脂肪
量、および全身筋肉量が高く、体脂肪率は低かった。さらに、骨格筋量の多さは身体活動量と関連していたが、
甘い菓子の摂取やテレビの視聴時間といった生活習慣とも関連していた。一方で幼児期における体脂肪率の多い
児は体重、BMIおよび体脂肪量が高かった。また、体脂肪率の多さは身体活動量と関連するとともに朝食や清涼
飲料水の摂取、テレビの視聴時間といった生活習慣が関連していた。

研究成果の概要（英文）：The physique and body fat percentage in early childhood were factors 
associated with the occurrence of adiposity rebound that happens early in childhood. Moreover, 
children with a high amount of skeletal muscle during early childhood had higher body weight, BMI, 
lean body mass, and total muscle mass, while on the other hand, their body fat percentage was lower.
 Furthermore, the abundance of skeletal muscle was associated with physical activity, but it was 
also related to lifestyle habits such as the intake of sweet snacks and television viewing time. On 
the other hand, children with a high body fat percentage during early childhood had higher body 
weight, BMI, and body fat mass. In addition, the abundance of body fat percentage was associated 
with physical activity as well as lifestyle habits such as breakfast and soft drink intake, and 
television viewing time.

研究分野：応用健康科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
幼児の体格・体組成と生活習慣因子との関連性を検討した報告は少なく、その正確な実態は明らかではない。幼
児の筋量、骨量、脂肪量を測定するとともに、生活習慣を調査し、さらに縦断的に検討することにより、これま
で未解明であった幼児の体格および体組成の形成とそれに係る因果関係を推察できる。また、生活習慣との関係
が判明すれば、日常生活での予防行動に有用な示唆を与えることが可能となる。幼児期の体組成を測定して生活
習慣との関連を見出すことにより、体組成に影響を及ぼす要因を明らかにすることができ、幼児期における肥満
形成に働くメカニズムについて提唱することが可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、肥満の要因として幼児における BMI（Body mass index）の急激な変化が影響すること
が明らかとなっている。BMIは出生後から乳幼児期後半まで急増し、その後 1 歳ごろから減少
を示し、5 歳前後で最低値がみられ、再び増加を示す。この幼児期の BMIが減少から増加に転
ずる現象は adiposity reboundあるいは BMI rebound と呼ばれている。この adiposity rebound
の発現が早いほど、思春期から成人期に肥満となる危険率が高まることが指摘されている。さら
に、最近では早期の adiposity Reboundと耐糖能異常、2型糖尿病発症や心血管疾患リスクとの
関連性が報告されている（Arisaka et.al.,2017）。したがって、肥満や生活習慣病の起源は幼児
期にあり、幼児期における体重管理が生涯にわたる健康の保持にとって重要となる。adiposity 
reboundを早める要因としては①両親の肥満、②低体重あるいは高体重での出生、③母乳栄養で
ないこと、④離乳食の早期導入、⑤果汁（果糖）や菓子の過剰摂取、⑥身体活動性の低下など遺
伝的要因あるいは環境因子が考えられている（Dorosty ARet.al.,2011，Ip EHL et.al.,2017）。し
かしながら、本邦において幼児の体格・体組成と生活習慣因子との関連性を検討した報告は少な
く、その正確な実態は明らかではない。多くの生活習慣病の危険因子となる肥満の形成が幼児期
早期の肥満度の増加である adiposity reboundと関係することから、適切な生活習慣を形成し、
幼児期早期の急激な肥満度の増加を防ぐことが求められている。肥満は脂肪の過剰な蓄積であ
ることから、本来は脂肪量で評価することが必要であるが、現状では、幼児を対象とした多くの
報告は BMI によって判定され、体脂肪量や筋量といった体組成に関する指標との関連性を検討
したものはほとんどみられない。また、adiposity reboundの早期出現の有無は骨・筋・脂肪で
構成される体組成を測定することでより詳細な評価が可能であるが、これまで報告されていな
い。幼児の筋量、骨量、脂肪量を測定するとともに、生活習慣を調査し、さらに縦断的に検討す
ることにより、これまで未解明であった幼児の体格および体組成の形成とそれに係る因果関係
を推察できると考えた。また、生活習慣との関係が判明すれば、日常生活での予防行動に有用な
示唆を与えることが可能となるが、これも報告されていない。幼児期の体組成を測定して生活習
慣との関連を見出すことにより、体組成に影響を及ぼす要因を明らかにすることができ、幼児期
における肥満形成に働くメカニズムについて提唱することが可能となると考えた。さらに、乳幼
児期におけるビタミン Dの摂取が体格・体組成の形成に影響することが指摘されている（Hazell 
et.al,2016）。近年、筋肉中にビタミン D受容体が存在し、ビタミン Dにより筋肉蛋白同化作用
に関わっていることが報告されているが（Zanello SB et.al.,1997）、まだ十分なエビデンスとは
言えず、今後のデータ蓄積が必要な状況である。骨・筋・脂肪の体組成構成成分は相互に関係を
もって成長することから、これらに影響を及ぼす要因として、生活習慣に加えてビタミン D 生
成に要する日光照射という環境要因も加えて検討することにより、体組成に影響する因子を包
括的に検討することができ、幼児期の体格・体組成と生活習慣因子との関連として、特に筋量、
体脂肪量とビタミン D 生成に要する日光照射との関連を明らかにすることで、幼児期の体組成
に影響を及ぼす因子の分析をより正確に行うことができると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は幼児を対象として食事・身体活動を中心とした生活習慣因子と体格・体組成の変化と
の関連性を評価することにより、幼児期の脂肪の急増および体組成の変化に影響を及ぼす生活
習慣因子について解明するものである。本研究において幼児の体組成と影響を及ぼす因子との
関連を明らかにすることにより、本研究結果が、健康教育や行動変容に関する学問分野や育児や
保育現場に応用することができ、新たな発展が期待できると考えた。なお、体組成計については
市販されているタイプの中でも正確性の高い結果が得られる二重エネルギーX 線吸収測定法
(dual-energy x-ray absorptiometry；DXA)との相関が高い機種による生体インピーダンス法を
用いて測定を試みた。 
 
３．研究の方法 
（1）京都市内の幼稚園 1園、保育園 1園に在籍する年中クラスの幼児 73 名（男児 49 名、女児
24 名）を対象として、体格・体組成に影響を及ぼす生活習慣因子について検討した。体組成測
定には体成分分析装置 In Body470 を用いて生体電気インピーダンス法により測定した。質問紙
調査項目は 1歳 6カ月検診および 3歳児検診時における身長と体重、食習慣、運動習慣、睡眠時
間、テレビの視聴時間、保護者の喫煙、および授乳方法に関する 7項目であった。質問紙への回
答は保護者に依頼した。分析は身体特性については性別、adiposity rebound の出現の有無およ
び体脂肪率の大小により比較検討した。体脂肪率は三分位により高値群、中間群、低値群の 3群
に分類し比較検討した。 
（2）5～6 歳の幼児 200 名（男児 112 名、女児 88 名）を対象として、幼児期における骨格筋量
と生活習慣因子との関連について検討した。体組成の測定は体重、体脂肪率、全身筋量、推定骨
量および四肢筋量を生体電気インピーダンス法により測定し、これらの値から BMI、体脂肪量お
よび除脂肪量（LBM：Lean Body Mass）を算出した。また、筋量の指標は体組成計から算出され



た四肢筋量（kg）を身長（m）の二乗で除した値を Skeletal Muscle Index（SMI）として算出し
た。質問紙は食習慣、運動・身体活動、睡眠時間、およびテレビの視聴時間に関する 4項目につ
いて調査した。質問紙への回答は保護者に依頼した。分析は身体特性については SMI を三分位に
より高値群、中間群、低値群の 3群に分類し比較検討した。 
（3）5～6歳の幼児 158 名（男児 81 名、女児 77 名）を対象として、幼児期における体脂肪率と
生活習慣因子との関連について検討した。身体特性（身長、体重、体組成）の測定および質問紙
調査を実施し、質問紙への回答は保護者に依頼した。体重および体組成は体成分分析装置
（InBody470）を用いて生体電気インピーダンス法により測定した。質問項目は 1歳 6カ月検診
時および 3歳児検診時における身長と体重、現在の食習慣、運動・身体活動、睡眠時間およびテ
レビの視聴時間に関する６項目であった。体重を身長の二乗で除して BMI を算出し、1歳半から
３歳の間に BMI が 0.5 以上の上昇が見られた場合を adiposity rebound（AR）の出現があった児
とした。骨格筋量を身長の二乗で除し、SMI を算出した。体脂肪率は三分位により高値、中間、
低値の 3群に分類し、身体特性については性別、体脂肪率の大小により比較検討した。 
 
４．研究成果 
（1）幼児期における体格・体脂肪率の大小には、幼児期早期における adiposity rebound の出
現の有無が関連する要因として示された。また、幼児期における体脂肪率の大小には甘い菓子の
摂取頻度が関連することが可能性の一つとして示された。 
（2）幼児期における骨格筋量の大小には身体活動量の大小が関連するとともに甘い菓子の摂取
やテレビの視聴時間といった生活習慣が関連することが可能性の一つとして示唆された。 
（3）幼児期における体脂肪率の大小には身体活動量の大小が関連するとともに朝食や清涼飲料
水の摂取、テレビの視聴時間といった生活習慣が関連することが可能性の一つとして示唆され
た。 
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